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＜卒業後のキャリアパス＞ 

1995 年:  三重大学医学部医学科卒業 

1995 年:  三重大学医学附属病院 研修医 

1995 年-1997 年: 松阪中央総合病院 研修医 

1997 年-1998 年: 鈴鹿中央総合病院 内科医員 

1998 年-2002 年: 三重大学大学院医学研究科内科学専攻  

2002 年: 学位  博士（医学） 

2002 年-2003 年: 三重大学医学部附属病院 内科医員  

2003 年-2006 年: Memorial Sloan-Kettering Cancer Center リサーチフェロー 

2006 年-2010 年: 三重大学大学院医学系研究科 病態解明医学講座 講師 

2010 年-2015 年: 大阪大学免疫学フロンティア研究センター 実験免疫学 特任准教授 

2012 年-2015 年: Department of Oncology, Roswell Park Cancer Institute, Adjunct 

Associate Professor 

2015 年-現在: 国立がん研究センター 研究所 腫瘍免疫研究分野／先端医療開発センター 

免疫 TR 分野 分野長 

2016 年-現在: 名古屋大学大学院医学系研究科 微生物・免疫学講座 分子細胞免疫学分野 

教授 

 

＜専門・研究対象＞ 

腫瘍学、免疫学、特にがん免疫及びがん免疫療法についての研究を進めています 
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